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講演　録
マルチメディア教育環境における教材の可能性
　　　　　　一事例に基づく展望一
麗澤大学　高橋三雄氏
（パソコン上のビデオ上映）
　どうも。先程来、私も来ており大体皆さんと顔を会わせているんですが、初めての方も多いも
んですから、最初に私の顔を売り込んでおかないといけないということで、今のような仕掛けを
しました。
　これは、実はプレゼンテーションソフトでありまして、大学の授業のときに、普通の学生さん
はできることなら抜け出したいと思い、辛抱しきれずに途中で出るのもいるわけです。いかに学
生さんを引き止めるか、そのための仕掛けです。マルチメディアというのは、実はいろんな使わ
れ方があると思います。一体マルチメディアって何だろうと、実は皆さんから伺いたいと思って
いるほどであります。
　今のちょっとした仕掛けは、本当はブレークタイムということで、途中10分ほど休憩しましょ
うというときに、ただ単に「待っててね」というんではなくて、先生の顔を出したり、商品の発
表会なんかでしたら、商品の写真を載せながら、待っていただくということになるわけです。
　先程の話ですと、イリノイ大学ですらプロジェクターでパソコン画面を投影して利用するとい
うことはあまりなさそうですけれども、私は学校では、自分でプロジェクターをぶらさげて、教
室へ行って、毎回PowerPointを使って、画面上で見せながら、黒板は一切使わずに、
授業をやっております。
　板書をしますと時間がもつんですね。学生さん、書いて、写しますからね。ですから1時間の
うち書いている時間が半分ぐらい。教える側も写す時間のことを考えると、この程度用意してお
けばいいと。朝、起きて、ちょこっと用意すりゃ授業はできるという時代なんです。ちゃんと45
分で終わるのかなと思って、心配して穂積さんの資料を見ていましたら、意外と終わりましたね。
ということは、これだけの資料を準備しないと1時間の授業がもたないんですよね（笑）。大
学は1回の授業が90分もありますので、これは辛いですよ（笑）。へたくそな字でもゆっくり
書いてりゃ、1時間なんかあっと言う間にたってしまう。あれっ、1時間でどれだけのことを教
えたんだろうなと思うほどです。
　「いやあ、マルチメディア教育なんかやめよう」と（笑）、そう思いたくなるような世界な
んですね、実は。
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　このソフトには、30種類ほどのプレゼンテーション支援の機能がついています。これをやるの
に、いちいち教壇に先生が来るのは面倒です。そのためには、リモートコントロールが有効です。
このソフトウェアはただでダウンロードできます。興味のある方はぜひダウンロードしてくださ
い。　「マインドパス」という会社ですから、　「…．mindpath．　com」にアクセスします。
　私が4年ほど前にリモートコントローラーを購入したときについてきたソフトなんです。大体
10メートルぐらいは離れてもOKです。ボタンを押すと、音楽が鳴り出したり、スポットライト
が出たり、いろいろなことができるんですね。
　こういう話をしているとすぐ終わっちゃいますので、これはこのくらいにしまして。私はやは
りPowerPointでさせていただきます。
　きょうは学習院に来ているんですけれども、実は、あした、あさって、そして来週の水曜日、
木曜日と、延べ4日間のセミナーが予定されています。日がたつのは早いもんで、3カ月後だか
らというんでのんびりしてましたら、とうとう今日になりました。今日も朝早くから起きて用意
していました。後ほど見ていただきますけれども。
　先程の話の中に、理系、文系という言葉がありました。理系の先生はWebを通して授業をさ
れている方も多い。文系はまだまだこれから。しかしステップ・バイ・ステップで、ウサギとカ
メの違いはあるかもしれませんが、カメのような歩みで、文系の先生もやがてはふえていくだろ
うと思います。じっくりとやってきたカメの動きのほうが、5年、10年先には、もしかしてより
大きな効果をもたらすんじゃないかな。
　コンピューターの世界は次々変わってきます。早めにやって、5年前に「どうだ。マルチメデ
ィア入れた」なんていう学校を見てください。今はみじあったらしいもんですね（笑）。我が
麗澤大学にぜひ次の機会に来てください。いわゆるビデオ会議システムがこの4月から導入され
まして、私がいちいちここへ来なくても、自宅からここへ登場して皆さんにお話ができると、そ
ういうことが麗澤大学ではできます。ただ、ここへ出ていただける方がいないということが大き
な問題なんです（笑）。
　理科系の方は、やれと言われればやる。問題は文系の先生です。　「お前は理科系だろう」と多
くの方は思っているでしょう。私は森田先生と同じく、一橋大学の商学部の出身です。そこは金
勘定のことを教える学校ですから、文系もいいところですね。ですから私にマルチメディアがで
きれば、どなたでもできるということです。
　さて、話を戻しまして、あしたから始まるセミナーは、8名しか来てもらえないんですが、後
ほどお見せするようにに、一人一人CD－ROMを配ります。この中にさまざまな教材が入って
います。先程理系の方はWebを通して配信されると聞きました。確かにインターネットがあり、
私も文系の先生にしては、まあまあ一生懸命ホームページをっくっているほうかと思います。し
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かし、誰でも自由に、いつでも、どこからでもインターネットにアクセスして勉強できるとは限
らない。
　音声だ、写真だ、あるいは動画ということになると、当然のことながらサイズが大きくなって
しまいます。それをインターネットのWeb上で配信すると大変です。我が麗澤大学は4月、リ
アルサーバーといって、ストリーミングのファイルを配信できる。そういう最新型のサーバーが
入りました。そうすると、だれがどういうビデオを入れるのかが問題になります。私は一生懸命
そこにビデオを入れようと思っています。いちいち全部をダウンロードをしなくても、ちょうど
テレビで見ていただくように、途中途中が見れる。
　さて、CD－ROMにはWebのホームページだとか、私が話の中で取り上げたいさまざまな
原稿の記事だとか、こんなふうにExcelを使うんですよ、こんなふうにWordの機能を使う
んですよ、とったことをダイナミックに見ていただくためのものが一切合切入っています。明日
からのセミナーはこれをもらって、なおかつ4日間話を聞いて、5万円ちょっと（笑）。安いです
ね。講師謝金はどのくらいもらえるのか、今から期待しているところですけれども。
　さて、それでは本題の話をさせていただきます。テーマは「人それぞれの情報技術」としまし
た。与えられたテーマはちょっとかたくて、　「マルチメディア教育環境における教材の可能性：
事例に基づく展望」と、こうきたわけです。大体大学の試験もそうですけれども、　「それはさて
おき」といって勝手なテーマに変えさせてもらいました。
　さて、皆さんの手元のレジュメは一切見ないでください。これは一応何か出せということなん
で出しただけです。これを1つ1つやっていきますと1日かかります。　「できもしないのに出す
な」と、こう言われそうですけれども。
　森田先生は私の後輩です。あらかじめ言っておきます。先生、偉くなりましたね。もう所長さ
ん。私はペーペーの一教員でありますが（笑）。
　森田君から言われたのは、あっ、急に森田君なんて言ってこあんなさい（笑）。森田先生から言
われたのは、　「きょう、お集まりいただいている方の中には、大学の先生ばかりではないよ。高
校の先生も、もしかして中学校、小学校の先生もいらっしゃるよ」、こういうお話でした。むし
ろ、大学の先生よりは小中高の先生のほうが一生懸命教育のことを考えていらっしゃるんじゃな
いかなと。
　先程の話の中にも評価ということがありました。日本では、教育の評価は論文を何本書いたの
かできまる。中身はともかく、何本書いたのかということを何かのときに必ず聞いてきます。と
ころが、rCD－ROMで教えました。　PowerPointで教えました。マルチメディアを使って
教えました」、　「お前、何やっているんだ。そんなことやる暇があったら研究しろ。論文の1本
も書け」、そういうふうに言われるに決まってます。これではだれもそんなむだなことはやりま
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せん。
　私はどういうわけか、昨年4月に大学を変わりました。それまで筑波大学の社会人大学院に10
年勤あました。私は10年ごとにどうも転職する癖がありまして（笑）、10年前は成践大学にいまし
た。そこには15年ほど勤めました。その前は横浜市立大学にいました。その前は野村総合研究所
にいました。その前は学生でした。そして今度は筑波大学から、麗澤大学。その次はもう行き場
がないから、山で百姓しようと。この話も後で出てくるわけですが。
　麗澤大学は、5，000社ほどのバックアップ企業群があり、岐阜県瑞浪市に広大な土地を持って
います。36ホールのゴルフ場や付属の高校もあります。麗澤瑞浪高校。また、私の大学の同じキ
ャンパス（柏市）の中に麗澤高校があります。この離れた2つの高校を結んで、高速の専用回線
を使った遠隔教育を実験してみたいという話がでてきました。ついては先生、岐阜の瑞浪に行っ
て、そちらの高校でお話をしてほしい。それを柏の高校の生徒、岐阜県の瑞浪の生徒、そして先
生方があたかも同じ場所で一生懸命勉強しているかのような授業が、果たしてできるのか、どれ
だけの効果があるのか、をぜひ実験したいということになりました。
　いろいろと頼んだんでしょうね。「岐阜の瑞浪まで。おれ、そんなことやりたくない。私も嫌
よ」と恐らく次々と断られて、「それなら、新しく来た先生なら事情がよくわからないから（笑〉、
こいつに頼めばいいじゃないか」そういうことで私が引っ張り出されたわけであります。
　さて、そのときのビデオを見ていただきたいと思います。ビデオも小さくなりましたね。私は
随分ビデオを使いましたけれども、昔は随分重いものを持ってこなければいけなかったんですが、
最近は本当にポケットに入るような感じになりましたね。ただ、お金を食うのが難点なんですが。
では、見てください。
（ビデオを上映する）
　「千葉県柏市と岐阜県瑞浪市を専用回線で結んだ実験授業を見てください。約10分近くですの
で、この間、ちょっと私は休ませていただきます。」
（ビデオ上映終了）
　拍で撮っていたフィルムと、瑞浪で撮ったフィルムを両方入れ混ぜて、ところどころ順序をか
えたりしてやっているので、ちょっと見にくかったかと思うんですけど、評判は結構良かったと
思います。
　麗澤瑞浪高校はこの遠隔教育についての報告をホームページに載っけてくれています。このと
きの写真や新聞記事なども載せまして、このときは中日新聞や朝日新聞など六、七カ所の新聞に
載り、結構なPRになりました。
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　ビデオで見ていただいたように、生徒の前には全部コンピューターがあります。見た直後に即
座に、アンケートのフォームが画面に出て、感想をクリックして選ぶようになっています。それ
からその場で思ったことも記入してもらう。それらを即座に集計して、Webに載せてくれて
います。
　最近はWeb巡回ソフトを使ってホームページをローカルのハードディスクに落として、あた
かもつながっているかのように参照できます。先程のCD－ROMの中にも私のホームページを
そのまま入れてあります。ですからいちいちつながなくても、CD－ROMで見られます。
　そのアンケート結果がここに出ています。きょうの特別授業について「おもしろい」　「やや、
おもしろい」を加えて、　「おもしろい」というところが圧倒的に多いですね。　「高橋先生の話が
とっても、（間違っているところはその場で打ったということがわかるんですが）おのろしかっ
た」などという感想もあります。　「おもしろかった」の間違いですね。いかにもそのときに打っ
たなとわかります。
　実は我が麗澤大学のほうでもまとめをしています。どんなふうに回線を張ってやったのかとい
った当日の配線図。こうした技術的な情報がWebのほうに残っています。
　準備は大変だったようで、当日の朝、5時ぐらいになってもまだ準備していました。私も当日、
東京から行ったのですが、なかなか来ないと「本番間に合うの」とさんざん言われて、私だけカ
ッコいいところだけやらせていただいて、準備してくれた方には申しわけないくらいです。
　当日、実際に使ったのはピクチャーテールの専用回線用のビデオ会議システムです。私の家に
もISDN用のピクチャーテールのシステムをワンセット3年前に入れています。ピクチャーテ
ールの富田社長は私の昔からの仲間です。
　　さて、麗澤瑞浪高校のほうに話を戻します。
　去年、私の友人に、オーストラリアでType　Quickというタイプ練習ソフトを作って販売し
ているType　Quick社の社長がいます。　Windows用のソフトですが、彼はマッキントッシュ
さんという名前なんですね（笑）。私はあちこちでマッキントッシュさんの話をするんですけれ
ども、どうも話がこっちゃになって、　「マッキントッシュ用のソフトをつくっている会社？」と、
言われるもんですから、ファーストネームのノエルさんとよんでいます。
　彼は昨年9月に日本に来ました。そして瑞浪高校に寄ってもらいました。その来校のときの記
事が今、Webに載っています。写真を出してみます。これは昭和天皇が乗ったロールスロイス
と同じ年式の車です。もちろん昭和天皇のはもっと大きくて立派ですけどね。私もこのクラシッ
クカーに乗りました。
　先程の話の中にもあったように、大学の学内はサポートしてくれる人がいっぱいいます。大学
　　　　　　tの学内は高速のLANがあるし、立派なプロジェクターもある。大学の学内でマルチメディアを
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使った教育、研究をしている、これはぬるま湯の中でという感じです。
　問題は、今日のように外へ出て、この冷たい風の中にさらされたときに、どれだけマルチメデ
ィアを使った教育、あるいは話ができるかということです。しかもコンピューターの話ではなく
て、私の専門は経営学ですが、この経営の意思決定について話をしなければいけない。そのとき
にマルチメディアがどんな役目を果たすのか。
　今日使っているパソコンは東芝のダイナブックSS3300です。もう3300を使っているのか、そう
思っておられるでしょうね。これは1週間前に買いました。そのとき使っていた機械は、同じく
東芝のダイナブックのサテライト。昨年8月に買ったものです。
　この機械を28万円ほどで買いました。ところがやっぱり重いですね。3．1キロありますからね。
そこでやむを得ず1週間ほど前、山梨県の仲間にそれを売りつけました（笑）。私はそれを資金
のたしにして、この1．3キロのノートブックパソコンを購入したんですね。それを今日はここへ
持ってきました。
　外部で話をするとき、5年前は両方の手、もしかしてリュックサックを背負うような恰好で、
十数キロの荷物を持っていかなければできませんでした。今はこのビデオカメラ1つにしても、
ノートブックパソコンにしても、これほど薄く、小さく、軽くなりました。こんなに軽くなると
は思いませんでした。
　さて、先へいきますが、私は山のほうに住んでいます。山梨県の小淵沢です。南アルプスの甲
斐駒ヶ岳がずっと見えており、この山の前で生活しているわけです。毎日眺めている以上、登ら
なければしょうがないと思っていましたが、昨年夏に私の仲間と一緒にようやく登ることができ
ました。ちょっと見ていただきます。
（ビデオ上映）
　朝、5時過ぎの山。家から見た山。ここへ登るんだということです。黒戸尾根といって、山梨
県側の麓の700メートルのところから頂上の2，900メートルまで登るんですから大変なわけです。
これ、二、三分のビデオです。我慢して見てください。
　この方は高校を定年になって、今、70ですけど、ものすごく元気です。
（ビデオ上映終了）
　上で紹介したマッキントッシュさん。藤森先生からもらった「週間読売」の記事にグラビアが
出ています。皆さんも自分の研究とか、あるいは生徒や学生にいろいろ見せたい記事、新聞の切
り抜きとか雑誌の記事があるじゃないですか。私は、随分前から「電子ファイルシステム」を使
っています。これはマルチメディア技術の1つだと思います。ここにいろいろ取り込んでおいて
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います。我が麗澤大学も4月から新しい学科、国際産業情報学科がスタートしました。この記事
も入っています。
　学生にどのようにコンピューターに興味を持ってもらおうかといったとき、私がよく引き合い
に出すのはこの「週間朝日」の記事です。「勝ち組金融マンになるための3力条」がその表題で
す。学生として何を勉強したらいいか。「週間朝日」ですら言っていることは「パソコンをやれ」
と。「パソコンだけやっていりゃいいと思うな。英語を読み書きできるようになれ。英語を話す
ことができるようになれ」。そしてまた「統計学（これは別名数量分析ですが）。この3つ。こ
れをともかくお前たちは勉強しろ」と学生にいいます。
　情報系の先生方はいいです。　「コンピューターをやれ」と、そう言ってればいいわけですね。
そうじゃない文系の場合は、経営の勉強をしたり、歴史を勉強したり、あるいは会計を勉強して
いる学生を、いかにパソコンに引き寄せることができるかという、これが前提条件で、引っ張り
込あば、後は何とかなるだろうと思って苦労するわけです。
　英語もまともにできない。パソコンもワープロをちょっとやった程度である。ましてや統計学
なんかもう頭が痛くなる。そこで私が言うのは、英語の教科書を使って、パソコンで、そして統
計学、数量分析を勉強したらこれほどいいことはない（笑）。一石二鳥、一石三鳥ですよね。そ
うしたソフトがあるんですよ。それをきょうの主たるテーマにしたいんですけれども（笑）。
　経営学の本の中にCD－ROMがついた本、「デジタルMBA」というのがあります。これに
ついては後で話題にします。
　さて、電子ファイリングには「ロールスロイスで日本を」という記事も載っています。さきほ
どのマッキントッシュさんのクラシックカーによる日本縦断です。ビデオを見ましょう。東京タ
ワーの前から出発です。二、三分ですが、我慢して見てください。
（ビデオ上映開始）
　この人がマッキントッシュさん。後ろの女性は娘さん。雨が降ってくると、手動でワイパーを
動かしたりします。何しろ63年前の車ですから。
　彼は日本を北海道から九州まで3週間かけて旅行しまして、先程の瑞浪高校を含めて各所で若
い人にお話をしていただきました。そのためにはパソコンもあったほうがいいだろう。プロジェ
クターもあったほうがいいだろう。私がすべて貸してあげました。その様子をビデオに撮りまし
た。こういうふうに横に並べて、プロジェクターもパソコンも、それからGPS、地図ですね。
カーナビがないと、日本は初めて運転するわけですから。カーナビをこのロールスロイスに無理
にでもつけてもらおうかなと思ったけれども、やっぱり怖いんで、パソコンとGPSのカードを
　　　　　　ノくっつけました。
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　こうした説明を私が英語でしゃべっているのです。学生にこれを見せるわけです。「お前、お
れがしゃべっている英語がわかるか。おれですらこれだけしゃべるのに、お前たちは何でしゃべ
れないんだ」と、こう言うわけですね。つづいて後ほど見るように、経済学を英語で勉強しろ
と。
（ビデオ上映終了）
　では、お前は大学の授業の中でパソコンをどう使っているのだ？いよいよ本論に近くなっ
てきました。
　「教室におけるプレゼンテーション」と書いてありますけれども、私のホームページをあけて
見ていただきますと、1週間に一回ずつアップデートします。大学へ行くのは週2日なものです
からね。家からPPPでアクセスできればいいんですけれども、回線の問題があって、大学で1
週ごとにアップデートしています。
　さて、ホームページに何が出てきたかというと、「棒道と石仏」。これ、何だろう。これ、授
業に関係ないじゃないか。実は長坂町から小淵沢へかけての棒道沿いには三十数体の石仏があり
ます。それを私は毎週1体ずつこの石仏に会いに行き、それを皆さんに見ていただこうとこうい
うわけです。第1回目が「西国29番」という石仏です。ここにデータベースをつくっています。
　観音の姿というと、いろいろあるんですね。知らなかったんですけれども。馬頭観音という
のはどういうものか。これは小淵沢の町の教育委員会が編成した素材を参照しました。これは
ついこの間撮ってきた写真です。きれいでしょう。うちへ遊びに来ていただいたらご案内しま
す。
　いつのものかと調べると、このようにちゃんと「第29番」と書いてあるんですね。　「だれが寄
贈したの」かというと、これは谷戸村の小宮山瀧右衛門さんという方のようです。この近所に
「谷桜」という日本酒の造り酒屋があります。この辺はみんな小宮山さんという姓なんですね。
谷戸村の小宮山さん。そこもやっぱり小宮山さん。
　私のホームページは、さらに下へ下がっていきますと、いろいろと自分の広告というかPRを
しています。毎月原稿をいっぱい書いていますので。こういったものをPRします。
　それから当然、大学のこと。だんだん下へ行くと大学のことが出てくるわけです。私の担当は
経営科学です。　PowerPointの画面が出てきまして、これは学生が自分の家から大学にアクセ
スすれば見える。
　試験問題なんかここに入れてあります。解答も一応書いておかないと。
　それから、今年はこういう科目を持つわけです。放送大学も担当しています。
　これが大学での授業のとりあえずホームページの一部です。皆さんに見ていただければいいと
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思うんです。
　最近はパソコンを持っている方が非常にふえてきています。前からパソコンを持っている人は
CD－ROMなんかついていないが、ここ半年ぐらいで買った方はすべてCD－ROMがついて
います。そこでCD－ROMにいろいろな教材を入れ、勉強させます。これはまだほやほやです。
あしたから始まるセミナーで皆さんに配って、それで勉強してもらう予定の教材を今、見てもら
っているわけです。
　教材の前書きには「電子メールやインターネット、そしてワープロソフトや表計算ソフトを使
う姿が日常的になってきています。しかし情報技術の応用はそれだけではないことは言うまでも
ありません。現代のような、不確実性にあふれ、先の見えない時代にあっては、社内の各層の人
人がみずからデータを収集分析し、問題の認識や解決のための有効な情報をつくり出すことが求
あられています。この意思決定、あるいは非定型的、創造的な活動において、情報技術を活用す
る可能性は具体的になってきました。グローバルな時代にあって、欧米のビジネスマンの多くが
ビジネススクールで情報技術の洗礼を受けています。その一端を示すテキストの1つ、デジタル
MBAには、添付されたCD－ROMに収録された具体的なソフトを使いながら、実践中心の情
報技術活用が解説されています。日本でも、デジタルMBAの一部でもぜひ多くのビジネスマン
に知ってほしい、見てほしい、それが本コースを提案した最大の理由でもあります」、と書きま
した。
　このrdigital　MBA」の本には次のような内容がついているんです。まずこれは目次です。
この目次に沿って第1部を見ると、第1部には「Managing　People　and　P　roduct」。英語のま
までいいですね、今日は英語でという話ですから。マネジプロ、レギュライター、ネゴシエータ
ープロ、ズイジプロダクターアナ……、これらの製品は人事管理とかそういったことをやるソフ
トです。このソフトウェアはみんなデモ版がついている。
　次は第2部ということで、第2部はrStrategic　Financial　and　Bllsiness　P　1anning」で
す。ここに3つソフトウェアがついています。このソフトウェアもすべて体験版ですが、実際に
動きます。
　これが第3部です。これはrBusiness　Process　Reengineering」、BPRという世界で
すね。
　このテキストは、単なるお話ではなくて、ソフトウェアをべ一スに解説されています。実際に
使ってみましょうというので、その1つ、DPLというのを出してみると、こんな画面になりま
す。デモというところをクリックしますと、ソフトがインストールされて、そして実際に動かし
ますよ。それで動くわけですね。実際のモデルを出してみると、これは昔習ったデシジョンツリ
ーじゃないかという話になります。
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　今のようなことに続いて、今度は「オフィスにおけるパソコン利用」という話をすることにな
る。それから「オフィスにおける諸活動」と続きます。みんな目次が最初にあります。例えば
「要約の作成」。ワープロでに情報を分析するツールがある。みなさんはこのWordの要約
作成機能なんか使ったことがありますか。いないですね。だれもいないですよ。いない人にどう
やってそれをわからせるか。そこで苦労するわけですね。1人1人のそばでやってみせるわけに
いきませんので、例えばrWordには要約を作成する機能がありますよ」ということを文章
で説明するとともに、実際の動きを見てもらおうということです。
　いよいよ私のPRになるわけですが、1月末に岩波書店から「実践エクセル入門」という本を
出しました。ぜひご購入いただきたいんです。この本にはCD－ROMがついていて、このCD
－ROMには、例えば「グラフを書きます」というところにパソコン画面上で見ることができる
ビデオがついています。この種のものが70本ついています。
　私は恥ずかしくもなくあちこちで原稿を書いています。延べにしますと、もう百数十本原稿を
書いていますが、それぞれの中で私はいろんな意思決定支援のソフトウェアを紹介しています。
それらの記事をここへ全部収録しています。いやあ、本当に恐ろしいですね。CD－ROMって
600MBでしょう。私が書いた原稿を全部集あても、テキストだと10MBぐらいなんですね。印
刷したものがありますけれども、こんなにある。何百枚にもなる。これ全部入れてあるんですけ
れども。
　図版は面倒だから一カ所にまとめて入れてあります。それと本文を一緒に見ながら。これは
「OAパソコン」という雑誌にずっと連載していた記事です。
　ここに「図の1」とある。図1は全国の地図を収録したCD－ROMです。ここで切りかえ
る。カラーでちゃんと入れてあるんですね。それでまた戻って、今度は図の2が出ていたとして、
それでこうやる。そうすると2番目の図はこれだと。
　こういった記事がたくさんリンクされています。最後まで行くと、ここには「パソコンで学ぶ
経営入門」。日本経済新聞社から「経営入門」というCD－ROMが発売されています。これは
結構おもしろいソフトで、私はよく自分で勉強したり、学生に紹介したりするんですけれども、
こういった記事を紹介しています。
　それから、多少難しい話になってきますが、　「意思決定活動の諸段階」。これは放送大学のテ
キストのファイルを使って、これを切ったり貼ったりしています。　「情報と意思決定」あるいは
「情報の質」とかといったように。
　ここは私の著者あいさつのビデオです。これはぜひ入れようと思っています。これを入れない
ことには、私の教材は完成しません。
　私の著者あいさつは100メガほどあります。10分ほど話をしています。’100メガって大きいと
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思うでしょう。このノートプックパソコンは6．4ギガのハードディスクがついていますが、近々
12ギガのノートブックが出るのは目に見えています。そうなりますと、これはどなたかに、下取
りに出します。予約しておいていいですね（笑）。
　600メガの中で100メガぐらいをビデオに使って、それから先程のビデオ、あれはスクリー
ンカムと言います。岩波の「エクセル入門」には70本、それぞれ二、三分の動画の説明のスクリ
ーンカムをつけています。これはそれぞれが約2メガぐらいですから、全部で150メガぐらい入
っていますね。あと、藤森先生から出していただいたテンプレート集のおまけがちょっと。それ
からカラーの図版すべて。そういったものをひっくるあても、せいぜい200メガから250メガで
すね。
　あした、あさっての2日間、そして来週また2日間と、全体で4日間のセミナーのたあに配布
するCD－ROMには、私が雑誌記事で書いたもの40本ぐらいの文字と図版カラーのすべて、そ
れから私の解説のビデオ、さらにWebを収録しています。これはネットレコーダーを使って、
ホームページの階層をそのまま維持しながら、ローカルにホームページを落とせる。　「著作権は
どうするんだ」と言われちゃうと答えようがないんですけれども、とりあえず教育目的に限定し
ています。さらに、ライブのオンラインのリンクも張っておきます。インターネットの環境で
CD－ROMを使えば、そのインターネットのホームページのリンクに直接アクセスできるわけ
です。そういう環境がない場合は、ローカルなCD－ROMの中のホームページを使って、ナビ
ゲーションができるという、そういうスタイルの教材になっています。
　このようにしてつくった教材は、当然、少しレイアウトを変えて、この4月から始まる私の経
営科学の授業において、学生に1枚1，000円で販売するつもりです（笑）。CD－ROMは今
日の謝金で買い物していくんですけれども。今では150円ぐらいですね。
　最後にせっかくですから幾つか出てきたビデオ、　「ああいうビデオって、どうやってつくるの」
と、思う方もいるかと思いますので、ちょっとだけ紹介させていただきます。
　これはリクルートから出ている「Tech　Being」という雑誌です。これにはCD－ROMがっ
いています。
　これに載っている記事の1つに、神戸大学でマルチメディアの基礎技術を研究されていた若
い研究者が、日本ではなかなかビジネスとしてやるのは大変だと、アメリカのシリコンバレー
に5年前に渡りました。なかなか優男ですね。彼が手に持っているちっぽけな装置、これをプリ
ンターポートへつなげてビデオキャプチャーします。こういう装置を向こうで発売しました。
FutureTelという会社のスフィンクスという機械です。これを私も使っています。先だっ
て彼のところへ、私も寄って、いろいろ話を聞いてきました。
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　アメリカだからこそ彼は5年間で30人の会社に大きくできました。先程のビデオはすべてこの
装置で取り込んでいます。MPEGというフォーマットで取り込むんですが、約5万円ぐらいで
ビックカメラとかヨドバシカメラで売っております。ぜひご購入いただいて、皆さんもどんどん
パソコンにビデオを取り込んでください。そしてPowerPointあるいはHTMLにリンクしな
がら、学生さんの興味を引くように、マルチメディアを活用した教育の試みを少しずつ取り入れ
られていったらどうでしょうか。
　大学に有能なスタッフがいて、こういう素材をつくりたい、教材をつくりたいというと一生懸
命やってくれるというのが理想ですけれども、残念ながら日本の大学はそうはなっていません。
今のところは。ですからそれぞれの先生方が手づくりでやらざるを得ないという状況です。やは
り好きこそものの何とかと言いますから、ぜひこういう分野に興味を持っていただきたいと思い
ます。ハード自体は実に手軽になってきています。問題はコンテンツです。ですから皆さんは何
に興味があるのか、そこがはっきりすればよいと思います。たとえば、自分の畑の野菜の成長ぐ
あいを一生懸命ビデオに撮ってもいいと思いますし、いろんなことが可能性としてあるんじゃな
いかと思います。そういう意味で、教育という枠を超えた場でのマルチメディアの利用といった
ものが、むしろ実際的だと思います。世の中がどんどん変わっていきました。それらを楽しく眺
めているというのが現状であります。
　ちょっとまとまりのない話になってしまいました。しかし前の話でしっかりとまとめてもらっ
ていましたので、2番目は適当にやらせていただきました。さらに3番目の方にまとめていただ
くことになります。どうもありがとうございました。
（拍手）
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（3氏の講演の後、補足的に）
　P　latoをミネアポリスまで見にいきました。　Platoをつくった人たちが、　AllthorWareと
いう会社を設立し、ソフトを作りました。あれに出会ったのは88年ごろ、ちょうどサンフランシ
スコのヒルトンホテルで、CD－ROM　Expoの何回目かがあって、それに行った時です。
マッキントッシュでAuthorWareのデモをしていました。それを見てすごいなと思って話をし
たら、じゃ、おれの部屋に来てもっと詳しく見たいかというので見せてもらった。このソフトを
日本でアスキーが日本語化した。そのときいろいろ私も側面からお手伝いをしたりして、私も今、
使っています。AuthorWareもどんどんバージョンアップして、最近時点のAuthorWareは、
そこでつくったものなら、Webのほうヘシームレスにもっていける。
　つまり、AuthorWareに初あて出会ったときには、これは非常に使いやすくていいなと思
　った。それから10年以上たつわけですが、その間にどんどん、どんどんマルチメディア教材を
つくるソフトウェアがよくなってきました。私が明日のセミナーので使うWebベースの内容と
いうものは、すべてWordでつくっています。　Wordに入っているWebの基本機能を使うだ
けで立派なものがつくれるんですね。今のウインドウズ98ですとフロントページエキスプレスと
いう、おまけでついてくるWebのページをつくるツールなどもあります。　Office2000にな
ると、Webとのシームレスな関係がさらに改善されるし、今後はますます簡単になるわけで
す。
　問題はそこに何を入れるかということです。つまりインフラとかネットワークも、そしてソフ
トもハードもさらによくなることは目に見えている。少なくとも後退することはあり得ないです
ね。問題はそこに何を入れるかという、つまりコンテンツが問われる時代になっていくんではな
いでしょうか。
　私の場合は、自分のPRしちゃいかんですけど、毎月、死ぬ思いで3冊の雑誌の連載をずっと
この10年ぐらい続けてるんです。月3本ということは1年に36本、10年間で360本。1本2万円
ぐらいお金をもらうんですが、すげえなと。　500万ぐらい儲かっている。一体あの金、どこへ
いっちゃったんだろうなと、実は思ったりしないでもない（笑）。
　そうやって書きためた原稿、図版、すべてワープロで作っています。昔から。図版も全部JP
EGファイルで残っているわけですね。ですからお話ししたいことと関連した原稿を取り込むと
話の中身ができちゃうんですね。ところが、藤森君じゃないけど、僕も授業をやらなければなら
ない。教材作りが大変だ、と。藤森先生は毎週、授業が終わると夜10時ぐらいまで柏の研究室に
残ってつくっているということです。
　つまり、中身をどうするかという問題なんですね。私の場合は、自分で一生懸命書きためたも
　　　　　　tのを使っているからいいんですが、1人1人が同じことをやらなければいけないと思うと大変で
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すね。「それみろ。おれだからできるんだ」と、言いたいのが一方にあると同時に（笑）、他
方で「じゃ、私の教材を勝手に使ってよ」とも思います。
　これはWindowsコンソーシアムに私が毎月書いている原稿です。今度が50回目なんです。最
新号に書いた原稿がここに出ています。この間、MacWorldを視察して、サンフランシスコ
へ行きました。その帰りにフロリダへ行って、そこで車を借りて旅行したんですけれども、その
ときに、表題にありますように、ジェット戦闘機に追っかけられたんですよ、道路を走っている
ときに（笑）。だから「悪夢」と書いてある。本当なんです。これは。見てください。我々が
運転しているフロントガラスを通して、　「あれっ、なんか後ろから来たぞ」と思いました。何だ
と思ったらそれがジェット機だった。
　「これは何だ。すげえな」と思って追いかけたんですね（笑）。田舎のフリーウェイですけど。
駐車場に入ったんで、これ幸いと寄ってみた。すぐ写真に撮りました。で、　「あんたたち、何で
こんなものを運んでるんだ」と言いましたら、アラバマ州にペンサコラという、戦争映画に出て
くる海軍の大きな基地があるんですね。その海軍の戦闘機を修理とかなんとかで運ぶらしいんで
す。それで、追いかけられたというわけです。
　日本へ帰ってきましたら、たまたまこれは1カ月ぐらい前の新聞記事ですけど、日経新聞にも
書いてある。「オレゴン州でボーイング727を会社の独身寮にしようと買った人がいて、一生懸
命車で引っ張って、田舎道を横切って、自分の敷地へ入れようという。ボーイング727が道路を
横切って、いるんですね。フリーウェイをジェット機が追いかけてきたって、これもあり得るこ
とですね（笑）。
　シンガポールは国内でジェット戦闘機の訓練ができないんで、フランスへ運んで訓練するらし
いんですね。ついこの間の新聞には、シンガポールのフリーウェイをぞろぞろジェット戦闘機が
行く写真が出ていました。トレーラーに引っ張られて。朝日新聞でしたけどね。「あっ、また道
路をジェット機が走っているわい！」と、私、悪夢にまた追いかけられているということになっ
たわけです。
　こんな話だったら授業に全然使えないじゃないかと（笑）。Windowsコンソーシアムの記事で
は、必ずソフトウェアの話を書きます。せっかくジェット機の話が出てきたから、　rJets」と
いうCD－ROMのあったことを思い出しました。そこでこのJetsというCD－ROMのタイ
トルの紹介をしました。
　ジェット機の歴史ですね。昔、テストパイロットが大分落ちて死んだんです。有名なテストパ
イロットにイエガーという人がいました。フライトシミュレーターの名前に「イエガー」という
のがあります。
　私が最初に車の免許を取ったのがフィラデルフィア。700円で日本の免許に切りかえました。
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私はアメリカ仕込みの免許ですが、今回一緒に行った5人の仲間はすべて日本仕込みのドライバ
ー。アメリカで一度も運転したことがない。そんなばかな！。何でこんな人たちと私は一一vaに行
かなければならないのか（笑）。
　そのときに私、ハタと思ったのは、まあ田舎道は一本道だから迷いがない。ところがニューオ
リンズは、大きな町ですからね。そこで考えたのはカーナビ。ソフトウェアの世界ではカーナビ
ソフトが幾つか出てきました。日本でもソニーのrNaving　You」などがある。よくできてます。
私も使ってますけど。
　アメリカでカーナビを買ったんです。安いです。200ドル。2万円ちょっとでGPSのアンテ
ナと、地図ソフトがついてます。薄型のアンテナでポケットに入る。ウインドウズCE用の小型
パソコンでも使うことが出来る。ポケット型のGPSもあります。
　こういうものをポケットに入れると、おれ、今どこにいるの？　ああ、学習院だなとわかるわ
けねけです。エンペックス社から3万9，800円で出たんです。きょうはそれをこれから買いにい
こうかと（笑）。
　そのパソコンにこうつなげて、私がここに座ってます。助手席にね。右側です。カッコいい、
左ハンドルですから。ハハハ。外車ですからね。こっちで必死になって運転しているわけです。
フラフラ、フラフラ、危ない。ここにアンテナがあるんですね。カーナビは私が持っている。こ
のときはDellパソコンだった。きょうはダイナブック3300。このDellのパソコンは去年の
1月に買いました。当時は4ギガついて、メモリは128MBだった。
　いよいよカーナビです。今はどこを走っているか。スピードはなんと67マイル。そんなばかな。
制限速度60マイルのところを67マイルで走っているから「お前、ちょっと出すぎだ」と言って。
それから現在位置の東経何度、北緯何度。それから風向きとか方向とか全部わかる。これを見な
がら、途中ケープケネディまで行き、「スペースシャトルを見た」なんていう証拠写真をとって
きました。いよいよニューオリンズが近くなった。大きな橋を渡って、ニューオリンズの町中に
入っていく。まさにこれは地図ソフトの世界になっているわけです。
　これは私のホームページ。これは富士パノラマスキー場。うちから20分で行けるスキー場です。
ついこの間も行ってきました。
　先程紹介したFlltureTel社の秦さんという社長さんね、彼のところにいきました。おや、
女性と一緒の写真がある。「ハロー。アイ　フローム　ジャパン。　キャン　アイ　ハプ　ピク
チャー　ウイズ　ユー？」とか言って。何でここに車があるの。この下には飛行機まで写ってい
る。これはオートPCです。これは飛行機のコックピット。男と一緒に座ってもしょうがない。
これは飛行機のコックピットなんですね。コムデックスという展示会は、私のように金持ちが行
くんですね。ハイテクの世界はみんな金持ちですから、車買ってね、飛行機買って。飛行機とか
一．． P72一
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車を売りに来る人たちもいるわけです。
　いよいよFutureTel社です。立派な会社です。これ、サンノゼの近く。会場にも出展
していました。スフィンクスはよくできています。これをプリンターポートへつなげる。
　ここで編集して、私の家の窓から富士山が見えます。後ろは八ヶ岳です。近くに涌水がある。
高橋湧水というんですね。これは南アルプス100名水の1つになっています。本当は根本湧水で
す。でも、回りにだれもいないから高橋湧水という看板を立ててます（笑）。最後は必ずこうや
って私の顔が出て終わりという。このように連載はすでに何と49回になっています。ここヘアク
セスしてもらうと、いつでも見られます。（…wincons．　or．　jp＞
　最後にもうあと1分。私の授業のところを先程はチラッとしか言いませんでした。Power
Pointのスライドをここに入れているわけです。私の仲間で外から見てくれる人もいるんで
す。PowerPointのファイルをHTMLで保存して、　Webに置いておきます。そうすると
PowerPointのスライドが出てきますから、後はこれをここに置けばよい。　「科目のねらい」
とか「企業のマネジメント」などの見出しも置きます。ネットワークを通して学習するわけです。
学校をサボったら家から見てねと。
　こんなふうにして、遊び感覚でやっているのが現状です。このWebのページヘアクセスして
いただくと、皆さんの教材がただで手に入ります。話のネタに使っていただければいいと思いま
す。そんなことで、私はコンテンツ、これをいかに用意するかがますます重要になっていくと思
います。
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　　第10回　特別研究・研究会のご案内
マルチメディア環境と教育の動向と将来
マルチメディア教育環境における教材の可能性
　　　　　　　一一事例に基づく展望一一一
高橋三雄氏
（麗澤大学）
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?
翻人それぞれの情報技術
v°｝；
㌦写’
マルチメディア教育環境における
教材の可能性：事例に基づく展望
麓澤大学国際経済学部窩娼三雄
鱗麗術（マルチメデイア）の
暑大学で
邑外部の講演で
s個人生活の中で
　・研究
　・生活
　・趣味
「おまえ」にとっての情報技術
一長年の夢の実現一
ボ蕪欝繍奪
山へのあこがれ
岳この夏休み、念願
　の南アルプス「甲
　斐駒ヶ岳」に挑戦し、
　登頂に成功した
岳まずは私の勇姿を
　みて欲しい
私の車は乗用車
RVが欲しい
Cv山の生活のためにRVがほしい
蟄途中でカーディーラーに立ち寄っ
　た
r∋カタログと一緒にCD－ROMを
　もらった
尋1カタログとCD－ROMはどう違
　う？
顧遜撃
??．
　　、、：．“　．茜’脳：．
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鵡ッキントッシュさんの夢
購’撃潔T一
藪装た、一。．
、薪バ、・シ7．t－
3：・i　　ストラリア、米
嚢籍・異潔蕩誘
謙クカーで縦断
羅i灘灘霧霧霧i霧難
「古いもの」とハイテクの出会い
パソコン
プロジェクタ
GPSと地図ソフト
デジタルカメラ
デジタルヒデオカメラ
DC／ACアダプタ
その他
ハイテク機器満載の
　ロールスロイス
麗澤瑞浪高校（岐阜県）と柏の
麗澤高校をむすんだ遠隔授業
　　　e15MBの高速専用回線でむすばれた2校?
　i争　　　◎瑞浪と柏の教室で授業を行い、双方で互
歎蝶論職けでな，、対話も，予
騨つ
　　　厨受業の中でもマルチメディアを活用繍一
薪
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?
　　大学の授業の中で
轟ザ贅謹1当設擁泌使・
煮e離路寵霜罷獺．ラ5
鍵斐多㌍嬉論霧認駕労
響癌一…一
??
研究活動の中で
t情報収集のツール（コンピュータ展示会取
　材）
e一文献検素、データベース、ソフト情報収集
e雑多な情報の収集維持
　電子ファイリングシステム
S一研究成果の公開（配布）
　ホームページ、CD－n
COMDEX‘98
e情報の多くはWebから入手できる。
，，i，，11i；・
情報の収集とその活用
ド齢認ングシステム
欝需繍硲編謡購論煎、。n）?
　；・1・暑英語情報を日本語情報へ
…　　「翻訳ソフト」「こりゃ英和」
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紙の情報はどうするつ
．澄雲霧舅瀦臓章、、。。探そ，
鵜鱒鞘鍵灘鍛，，。r，、（t，
　　　　ンパス）や「Data　Eate「」（ソニー）
慮繋難縫薯ξ黙
　　　§イメージとしての文孚をテキストに変換す
　　　　るソフト：OCR（eptical　Character　Reader）
鐵：馨囎饗蹴してみる
慮蒙灘弾拡J・・マーキ・グ・索
謙　　　翻訳ソフトの世界
螺葦頚奪あ聚綴吝晶的に和
　　　　文に翻訳してくれる
　　　eここでは通常の翻訳ソフトをみてみよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　3　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　○
駿嚢葬
???鑑???
音声読み上げ
e忙しいビジネスマンに読んでもらうには
e車中で「聞いて」もらうのがよい
sテキストを読み上げる（音声合成）
轟
大学学生にとって、
就職「勝ち組」になるための条件
　　　§「敵を知り、己を知れば百戦危うからず」
　　　　　　　　　　　「孫子の兵法」より
読警諜芒癖熱，
藷・新聞、雑誌、会社四鰯
　　　欝踊糊擶報」ll
　　　　が購入できる　　懇……
　就職ガイダンスも
マルチメディアを使って
：麟纂藷
　　　バイス
　　　g企粟のホームページリスト
　　　E一その他、便利な情報が満載
　　　されている ，?
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??
増えてきたCD－ROM
薪協謡緊翻盗ぎング」
　　　e「転職可能性をさぐるキャリアシミュレータ」などを
　　　収録
　　忌コンサルタント会社の案内など
　　e「BART」新世代サラリーマン向けの雑誌
　　　CD－ROMつき　　・・一・・y－・雑誌付録a・cD－…幽
友人の挙式のために
謬ザ霧御社の結婚騰
薪岳CD一R°Mが鮒されている
??
「己を知ろう」
嚢．瑠囎、杢欝奨とっての「私」
濃　　　　・英語は？　　　　。パソコンは？
馨籔ま灘審、勉強．な。ればな、な、、
讃”
，讃蓑’
　　
@　??
統計学の勉強もCD－ROMで
eデジタルMBAシリーズ
e統計学、経済学、簿記会計、マーケティン
　グなどの科目がそれぞれ一枚のCD－RO
　Mになっており、パソコンを使って学ぶこと
　ができる
eビデ才素材とテキストの組み合わせ
煮』
暑「経済学」、「統計学」
　を学ぶ
，i’CD－ROMで基礎
　知識を自習
濾
　・・． 英語はどうする
　　　ttパソコンで英語を学ぶ
霧、　s英語学習雑誌付録のCD－ROM
　　　e「TOEIC」のハイスコアをめざす
　　　　学習用CD－ROM
　　　告英語学習専用ソフト
マルチメディア環境と教育 5
一179一
計算機センター年報　Vo1．20　1999
学習院大学特別研究
般教養は
、鱈叢魏篇灘藩、
　護t－UHFI6チャンネル、スカイパーフェクトTV
G苺週金曜日午後S時45分～9時半。15回
　の講義。現在放映中。
　「乞う聴講！」もちろん、「無料」です。
丁ソタルカメラ：
「マルチメディアの出発点」
　　　善デジタルカメラで撮影した写真を手軽に文
　　　　書に挿入できる
　　　e写真の画質をきめる要素
　　　　画素数（35万画素から100万画素以上の
　　　　メガピクセルへ）
　　　一：一写真の編集（レタッチ）や管理のためのソフ
編襯1魏劉・CD－・・
?
　　　みなさんの写真集
磯．”
sデジタル写真はリアルタイムに近い利用が
　可能
eその場で写真を撮影し、それを即座にスラ
イドショウ風に表示できる
　’L”慕
　σ　㌧　　●
0　　　　　　　　　8
みなさんにとっての情報技術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’搬o即座にパソコンに取り込む
ビデオ動画の活用
　L？ビデ才動画もパソコンに取込める
　sパソコン画面上で再生したり、文書やプレ
　　ゼンテーションソフトと連携して利用できる
　sビデオキャプチャ装置
舞＄ノートブックパソコンでも利用できる
　　「Sphinx」
醗謎踊
穆ビデオ動画の編集
告編集が終わって完成したビデオ動画
．t　PowerPointのスライドにビデ才動画を貼り
　つけてみよう
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さまざまなコンテンツソフト
　．eCD－ROM（近い将来DVD）を媒体（メディ雛ア）として。ンテンツソフトが急速t。数を増
．羅％駁っか。見てみ。，
??
????
???????
古典を学ぶ
魂艶
世界の楽器?
　　
@　
@　?
紺界中の楽器を集めた1高煙嵭ﾙ灘購
　　
??
??…
108年のすべて
身
???
表計算ソフトの可能性
「マネジメントの意思決定支援ソフト」
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“騨；
　　乱数発生とその利用
紫綴灘撃響　
?
??
利益計画モァルへの発展
母簡単化のた
　めに1年だけ
艘額，．藝
讃　　　利益計画のリスク分析
　e正規乱数など標準的な確率分布にもとつく
　　乱数
　s利益モデルの中で販売台数は正規分布、
　　仕入単価は一様分布をするとしよう
鋳e「分析」ツールから正規乱数および一様乱
　　数を発生させる
　曾利益の確率分布を得る
ノ
??
?????
リスク分析のための
　　アドインソフト
優リスク分析を目的とした歓oel用のアドイン
　ソフト
岳Crystal　Ball（構造計画研究所）
癬よく考えられたユーザーインタフェイスにも
　とついてリスク分析ができる
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広告鷺
仕入れ原優
鴛用台計
桝華　．
150c　．．
罫諺護i
蕪繍驚懇驚
また次の機会こ会いましょう
eメイルアドレスmtaka＠lsinet．orjp
§ホームページ　■nItwJeitaku・UAcjp
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